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　　自粛生活が続くなか・・・
　　　今日だけはマスクなし、元気いっぱいの体育祭
　　　　　　綱引きはみんなの笑顔がこぼれていました

（東秩父中学校、無観客の体育祭：９月１６日）



　８月２４日（月）、いつもより早い始業式とともに、東
秩父中学校３年生が東秩父村和紙の里において卒業証書
漉きを行いました。
　夏の暑さが残る昼下がりから、和紙の里の職員の皆さ
んの指導のもと２０名の生徒が参加し、思い出に残る世
界で１枚の和紙を漉き上げました。
　ムードメーカーの先生方が合いの手を入れつつ、生徒の皆さん
は楽しそうに意気揚々と和紙漉きに挑んでいました。皆さん、さ
すが東秩父の文化の中で育ってきただけあって、きれいに漉いて
いました。
　これから約半年後、この日自分が漉いた和紙は、また皆さんの
手に戻ってくるはずです。それまで今の制限された生活のような
つらいこともいっぱいあるかもしれません。でも楽しいことも数
えきれないくらいあると思います。今までのこと、これからのこ
と…泣いたり笑ったり、一つひとつを絡み合わせて、この和紙のように強靭で色あせない思い出を作り、未来へと証
書とともに旅立ってほしいと願います。

　９月１２日（土）、コミュニティセンター「やまなみ」
集会室において新井みづゑさん（小川町）を講師に迎
え、「断捨離講座」を開催しました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止を徹底し、参加者５名で行
われ、部屋だけでなく、気持ちもスッキリする片づけの方法に
ついて教えていただきました。
　家庭内で実践可能なことや、住んでいる家を快適にする方法
について話し合い、断捨離で新しい生活をスタートさせるため
の解決策を知ることができる講座となりました。

手漉きに想いを込めて、世界に「ひとつ」を作り上げる

それぞれの催しが徐々に始まりましたそれぞれの催しが徐々に始まりました
★９月中旬までに行われた催しを皆さんにご紹介★★９月中旬までに行われた催しを皆さんにご紹介★

【公民館講座】断捨離講座を開催しました

　明るい選挙啓発ポスターは、「一人でも多くの
方々が政治や選挙に関心を持ち、すすんで投票
に参加し、ルール違反なく公正に選挙が行われ
ること」を目的としています。
　９月１５日（火）東秩父村役場において明るい選挙
啓発ポスターコンクール審査会を実施しました。
村選挙管理委員会で第１次審査を実施し今年度は出品
数７点の中から５点を埼玉県選挙管理委員会へ提出し
ました。提出した作品の中で第２次審査受賞作品は、
展示会・埼玉県選挙管理委員会ホームページに掲載さ
れる予定となっています。

明るい選挙啓発ポスターコンクール審査会
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　１０月１日現在、村内で発注されてい
る道路工事等です。ご迷惑をおかけいたし
ますが、ご理解ご協力をお願いいたします。

土木工事等のお知らせ 世帯と人口　８月中の人口動態
世　帯 １，０９０ 転　入 ３ 転　出 １
人　口 ２，７３７ 出　生 ０ 死　亡 ６
男 １，３８９ ※世帯と人口は９月１日現在、

　その他は８月中の動きです。女 １，３４８

もくじ

県発注工事等
・災害復旧工事（１災４９号）�【安戸地内】
・災害復旧工事（１災５７号）�【皆谷地内】
・災害復旧工事
　　（１災５８号・５９号・６４号）

【白石地内】
・災害復旧工事（１災６０号・６１号）

【坂本地内】
・災害防除工事（皆谷工区）� 【皆谷地内】
・３１奥武蔵１号線ほか１森林管理道施設

災害復旧工事【白石地内】
・３１茗ヶ沢山村生活安全対策工事（災害）

【白石地区】
村発注工事等
・災害復旧工事（山支平線）� 【御堂地内】
・災害復旧工事（萩平線）� 【御堂地内】
・災害復旧工事（大宝線）� 【大内沢地内】
・災害復旧工事（上ノ貝戸線）

【大内沢地内】

問合せ　
　　建設課　☎８２－１２２２

東秩父村教育委員会開催のお知らせ
　東秩父村教育委員会を下記日程で開催します。

記
日　時　１０月２２日（木）　午後１時３０分～
場　所　役場２階新会議室
問合せ　教育委員会事務局　☎８２－１２３０

行事報告………………………………………………… 　２
もくじ…………………………………………………… 　３
東秩父村長３期目のあいさつ………………………… 　４
村トピ～就任・表彰等～……………………………… 　５
くらしの情報…………………………………… 　６～　７
みんなのページ………………………………………… 　８
偉人たちの戦（いくさ）� ……………………………… 　９
各課からのお知らせ…………………………… １０～１１
お知らせコーナー……………………………… １２～１３
各種事業のお知らせ…………………………… １４～１５
令和２年度敬老の日記念……………………………… １６

「廉太郎ノオト」
　　　　　　　谷津矢車　著
【内容紹介】
　瀧廉太郎の頭のなかには、いつも鳴
り響いている音があった――。東京音
楽学校で才能を開花させ、新しい時代
の音楽を夢みるが……。
　誰もが知る作曲家、滝廉太郎。明治
日本で短い命を燃やした一人の天才の軌跡を描
き出す。

～　今月のおすすめ本　～
図書館からのお知らせ

捨てればごみ、分ければ資源

問合せ　保健衛生課　☎８２－１７７７

８月分 前年同月比
増減

資
源
回
収

紙　　類 7,265 ㎏ +795 ㎏
衣　　類 795 ㎏ +295 ㎏
アルミ缶 307 ㎏ -51 ㎏

資  源  物
売却収入 43,368 円 -21,344 円

○資源回収

～資源およびごみの収集実績を報告します～

８月分 前年同月比
増減

可燃ごみ 39,290 ㎏ -390 ㎏
１人１日
あたり排出量 463 ｇ +1 ｇ

今年度累計
（４月～）

前年同月比
増減

可燃ごみ 196,650 ㎏ +12,710 ㎏
１人１日
あたり排出量 470 ｇ +35 ｇ

○ごみ収集 ○今年度収集実績（累計）

※ごみの排出量が増えています。減量化にご協力ください。

3



村長３期目
　就任あいさつ
東秩父村長

足 立　理 助

「持続可能な村づくり」
　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
村
民
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
関
係
各
位
の
力
強
い
ご
支
援
と

一
方
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
、
引
き

続
き
東
秩
父
村
長
と
し
て
３
期
目
の

村
政
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

過
去
２
期
８
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
期
待

の
一
つ
一
つ
に
誠
意
を
持
っ
て
お
応

え
す
べ
く
、
力
の
限
り
村
政
を
険
し

い
み
ち
の
な
か
先
導
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
防
災
通
信
シ
ス
テ

ム
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
の
導
入
は
、
全

国
に
先
駆
け
た
防
災
情
報
通
信
の
音

声
と
文
字
に
よ
る
通
信
に
よ
り
、
災

害
時
に
行
政
か
ら
の
呼
び
か
け
が
安

定
し
て
伝
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
平

時
に
お
け
る
お
知
ら
せ
情
報
や
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
呼
び
か
け
を
行
え
る
体

制
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
ま

で
様
々
な
用
途
で
も
活
躍
し
て
お
り
、

多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
に
ご
活
用
い

た
だ
け
て
い
る
状
況
で
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は
、
地
域
公
共
交

通
網
の
再
編
に
よ
り
和
紙
の
里
を
交

通
の
ハ
ブ
と
し
て
整
備
す
る
と
と
も

に
、
村
の
観
光
拠
点
と
し
て
の
和
紙

の
里
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
目
指
し
、

よ
り
魅
力
あ
る
施
設
と
す
る
た
め
、

Ｊ
Ａ
埼
玉
中
央
農
業
協
同
組
合
に
も

協
力
を
依
頼
し
、
農
産
物
直
売
所
を

併
設
し
て
村
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
の

誘
致
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
東
秩
父
村
に
と
っ

て
、
人
口
減
少
は
最
大
の
懸
案
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
を

食
い
止
め
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
減
少
ス
ピ
ー

ド
を
少
し
で
も
食
い
止
め
、
地
域
の

活
力
を
維
持
し
な
が
ら
来
る
べ
き
時

に
備
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
移
住
体
験
住
宅

利
用
も
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
今

後
こ
れ
ら
の
利
用
者
を
含
め
、
村
外

へ
村
の
移
住
制
度
を
周
知
し
、
定
住

へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
の
村
の
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
、
施

設
の
老
朽
化
が
あ
り
ま
す
。
耐
震
補

強
等
を
行
い
な
が
ら
、
施
設
の
維
持

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
建
設

か
ら
40
年
以
上
の
施
設
が
複
数
あ
る

な
か
、
こ
う
し
た
施
設
の
建
替
え
等

の
時
期
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
財
政

を
考
慮
し
な
が
ら
対
応
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
近
年
の
日
本
全
国
を
襲

う
災
害
は
、
こ
れ
ま
で
の
雨
量
や
風

速
を
は
る
か
に
超
え
、
防
災
の
あ
り

方
を
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
村
で
整
備
し

た
防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
も
、
そ
の
在
り
方
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
住
民
の
生
命
財
産
を

守
る
た
め
地
域
防
災
計
画
の
改
定
と

と
も
に
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
を
協
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、現
在
で
も
、

終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
は
、
新
薬
の

開
発
を
待
つ
し
か
な
い
状
況
で
す
。

そ
う
し
た
な
か
に
お
い
て
も
、
住
民

の
感
染
者
を
い
か
に
抑
え
る
か
が
行

政
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
は
、
住
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
無
く
し
て
は
、
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
新
し
い
生
活
様
式
が

謳
わ
れ
る
な
か
、
皆
さ
ま
一
人
ひ
と

り
の
生
活
の
中
で
、
感
染
予
防
に
努

め
て
い
た
だ
き
、
自
身
が
感
染
し
な

い
、
人
に
感
染
さ
せ
な
い
行
動
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
村
で
は
今
後
８
年
間
の
村

の
方
向
性
を
決
め
る
た
め
の
総
合
振

興
計
画
・
総
合
戦
略
の
策
定
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
ご
回
答
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

審
議
会
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
「
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
の
施
策
展
開
に

お
い
て
も
村
民
の
皆
さ
ま
の
様
々
な

ご
意
見
に
耳
を
傾
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
行
政
執
行
部
に

は
、
伝
統
と
文
化
を
守
り
、
後
世
に

伝
え
て
い
く
義
務
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
手

を
取
り
合
い
な
が
ら
、「
持
続
可
能
な

村
づ
く
り
」
を
進
め
、
い
つ
か
私
も

先
人
と
な
り
、
後
世
に
残
る
「
志
」

と
な
る
よ
う
、
責
務
を
全
う
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
３
期
目
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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村 ピ
ト

　８月２４日（月）、鷹野明氏（安戸）が東秩
父村議会議員に就任されました。
　当日、役場大会議室において、当選証書付与
式が行われ、石川廣保選挙管理委員長より当選
証書が手渡されました。

東秩父村の
出来
事をご紹介

　本村行政相談委員・田中丈偉氏（坂本）が、
行政相談委員業務の遂行に特に尽力していると
して、令和２年度関東管区行政評価局長表彰を
受賞しました。
　田中氏は、平成１９年に総務大臣から行政相
談委員に委嘱され、１２年間、村民の皆さまと
行政のパイプ役として、各種の相談の解決を図っ
ています。

田中　丈偉　氏
関東管区行政評価局長表彰受賞

東秩父村議会議員に
鷹野　明　氏　就任

東秩父村長選挙および東秩父村議会議員補欠選挙結果
　令和２年８月２３日執行の東秩父村長選挙および東秩
父村議会議員補欠選挙につきまして、告示日（８月１８
日（火））に届出のあった立候補者数が選挙すべき定数を
超えなかったため、公職選挙法第１００条第４項の規定
により、無投票となりました。
○東秩父村長選挙　　　　○東秩父村議会議員補欠選挙
　当選者　足立　理助　　　当選者　鷹野　明

私
が
行
政
相
談
に
つ
い

て
説
明
す
る
ね

　
皆
さ
ん
は
行
政
の
こ
と
で
困
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

例
え
ば
・
・
・

行
政
相
談
っ
て
何
？

オ
ロ

 

オ
ロ

　

自
分
の
年

金
に
つ
い
て

心
配
ご
と
が

あ
る
…
と
か
、

上り下りが大変だよ～

　

こ
の
施
設

の
階
段
、
手

す
り
が
つ
い

て
れ
ば
い
い

の
に
…
な
ど
、

　
ど
こ
に
言
え
ば
い
い
の
か
よ
く
分

か
ら
な
い
行
政
へ
の
苦
情
や
要
望
、

疑
問
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
ら

は
、「
行
政
相
談
」
で
相
談
で
き
ま
す
。

「
行
政
相
談
」
は
国
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
直
接
聞
い
て
、
行
政
に
反
映
・
改

善
を
う
な
が
す
仕
組
み
な
の
で
す
。

相談したら

手すりがついたよ！

＊調べた結果、設置が必要と判断＊

　
な
ん
と
、
行
政
相
談
は
50
年
以
上

前
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
厳
守
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
る
ほ
ど
っ

目安箱
みたいだね行

政
相
談
委
員
が
い
る
よ
！

　
東
秩
父
村
に
は
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
１
名
の
行
政
相
談
委
員
が

い
ま
す
。
毎
月
の
定
例
相
談
会
や
自

宅
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
の

で
、
気
軽
に
相
談
が
で
き
ま
す
。
身

近
な
相
談
相
手
が
い
る
こ
と
を
知
っ

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
定
例
相
談
所
（
毎
月
16
日
、
土
日

祝
日
は
翌
日
）を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
相
談
委
員
は
自
宅
で
も

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
本
村

の
行
政
相
談
委
員
は
田
中
丈
偉
氏

（
☎
82
︲
０
６
１
２
）
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
総
務
省
関
東
管
区
行

政
評
価
局
で
も
相
談
を
受
付
け
て
い

ま
す
。

「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」　

☎
０
５
７
０
︲
０
９
０
１
１
０

問
合
せ　
総
務
課
☎
82
︲
１
２
２
１

ご存知ですか？
行政相談週間

（１０月１９日～２５日）

　
◀
右
か
ら
２
番
目
が
田
中
氏
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く
ら
し
の
情
報東秩父村で安全に過ごすために

台風・豪雨時に「避難情報のポイント」を確認し避難しましょう
緊　急　時　に　確　認

（参考）「令和元年台風１９号による災害からの避難に関するワーキンググループ」

○�避難とは難を避けること、安全を確保することです。安全な場所にいる人は、避難する必要はあり
ません。
○警戒レベル３で《高齢者などは避難》、警戒レベル４で《全員避難》です。

　―　分散避難　―
　�　災害時には、避難所が過密状態になることを防ぐために、車両避難 ( 車中泊 ) や安全な親戚宅、
友人宅等への早めの避難を検討してみましょう。

■安全な親戚宅、友人宅等への避難
　�　避難所が過密状態になることを防ぐため、安全な場所に住んでいる親戚宅や友人宅等へ避難する
ことも検討してみましょう。

■在宅避難
　�　自宅が浸水や土砂災害の危険性がない場所であれば、避難所に行かず、とどまる「在宅避難」ま
たは自宅が２階建て以上の住宅にお住いの方は、自宅の２階以上に避難する「垂直避難」すること
も検討してみましょう。

■車両避難 ( 車中泊 )
　　一時的に車の中で過ごす「車両避難（車中泊）」することも検討してみましょう。
　※車両避難を行う場合は、定期的な運動や換気などを心掛けましょう。
　※垂直避難や車両避難を検討する際には、１週間程度の食料を備蓄するよう心がけましょう。
■指定避難所への避難
　�　分散して避難することが困難な方は、指定避難所へ避難しましょう。避難所の収容人数や備蓄品
には限りがあります。マスク、体温計、アルコール消毒液、食料など、ご自身に必要な物はあらか
じめ準備しておくように心がけてください。

問合せ　　総務課　防災担当　☎８２－１２２１
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く
ら
し
の
情
報 東秩父村で安全に過ごすために

台風・豪雨時に備えてハザードマップと一緒に「避難行動判定フロー」を確認しましょう

　「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自宅の災害リスクととるべき行動を確認しましょう。
平　時　に　確　認

（参考）「令和元年台風１９号による災害からの避難に関するワーキンググループ」

※ハザードマップは、村ホームページや総務課で配布しております。

7



人
権
シ
リ
ー
ズ

文

芸

    

白 

石 

短 

歌 

会

ゆ
く
雲
の
秋
色
に
染
ま
る
日
も
な
く
て

大
型
台
風
次
々
と
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

山
髙
く
水
豊
か
に
て
稲
穂
垂
る

紺
碧
の
空
仰
ぐ
日
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

庭
に
咲
く
ギ
ボ
ー
シ
の
花
す
だ
れ
越
し
に

眺
め
て
季
の
移
ろ
う
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

亥
の
餌
食
免
れ
大
岩
の

上
に
咲
く
山
百
合
に
喝
采

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子

372

 　
　
『
人
権
感
覚
』

　

何
年
か
前
の
研
修
会
で
、
聞
い
た
話
で
す
。

「
大
学
病
院
に
、
あ
る
腕
利
き
の
外
科
医
が
勤
め
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
看
護
師
か
ら
緊
急
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

『
先
生
、交
通
事
故
に
あ
っ
た
患
者
さ
ん
が
、今
、運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

事
故
に
あ
っ
た
の
は
、
父
親
と
息
子
さ
ん
の
親
子
２
人
で
す
。
父
親

は
重
体
、
息
子
さ
ん
も
大
け
が
で
す
。』

『
わ
か
っ
た
、
す
ぐ
行
く
！
』

　

す
る
と
そ
こ
に
は
、
大
け
が
を
し
た
男
の
子
が
横
た
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
医
師
は
そ
の
男
の
子
の
顔
を
見
た
瞬
間
、
驚
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
男
の
子
は
、
医
師
の
息
子
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

父
親
は
事
故
に
あ
っ
て
、
確
か
に
重
体
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は

一
体
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。」

　

そ
の
と
き
、
私
の
頭
の
中
に
「
何
で
父
親
が
？
」
と
い
う
疑
問
が

わ
い
て
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
方
が
、「
外
科
医
＝
男
性
と
考
え
、『
お
や
っ
？
』
て
思
っ

た
感
じ
が
、『
多
様
性
に
対
す
る
開
か
れ
た
心
』
と
い
う
価
値
的
側
面

が
身
に
つ
い
て
い
な
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
き
、
自

分
自
身
ま
だ
ま
だ
人
権
感
覚
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　

人
権
教
育
は
「
人
権
に
対
す
る
知
的
理
解
」
だ
け
で
な
く
、
そ
の

後
の
行
動
に
結
び
つ
け
る
「
価
値
的
・
態
度
的
側
面
」
と
言
葉
が
け

や
行
動
の
「
技
能
」
の
２
つ
の
側
面
を
合
わ
せ
、
そ
の
３
者
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
身
に
つ
け
、
人
権
感
覚
を
育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
、
自
分
の
人
権

と
他
者
の
人
権
を
守
る
た
め
の
実
践
行
動
が
で
き
る
生
徒
を
育
て
て

い
き
ま
す
。

　

東
秩
父
村
立
東
秩
父
中
学
校
長　
　

志
田　

隆
之

　
　

参
考
文
献

　
　
　
「
人
権
感
覚
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
学
校
教
育
編
）　

第
２
集
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
教
育
委
員
会

さ
は
や
か
や
窓
辺
の
風
に
身
を
置
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
山
け
さ
子

涼
風
の
途
切
れ
て
は
葉
の
ひ
る
が
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

き
み

朝
涼
し
窓
を
開
け
ば
渓
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

薬
草
湯
タ
オ
ル
に
絞
り
汗
を
拭
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　
　

芳

衣
類
整
理
少
し
動
く
も
玉
の
汗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

好
子

我
庭
に
梅
を
干
す
香
や
懐
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野
は
つ
志

旧
道
に
鹿
の
出
て
を
り
夏
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

ツ
子

日
照
り
続
き
畑
の
草
の
萎
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

才
子

目
覚
む
る
や
前
山
に
蟬
高
く
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

啓
子

蟬
し
ぐ
れ
窓
辺
に
演
歌
口
ず
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

𠮷
田　

愛
子

萩
の
花
土
手
に
下
が
り
て
う
す
ピ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野　

ト
ヨ

 

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

山
空
の
花
火
の
映
り
子
の
瞳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
田　

昌
美

休
耕
の
畑
一
面
や
黄
コ
ス
モ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
子　

圭
輔

短
髪
に
パ
ー
マ
を
軽
く
盆
用
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎　

真
人

間
伐
の
竹
林
涼
し
風
通
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮　
　

勉

朝
取
り
の
胡
瓜
か
じ
り
て
一
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口
利
江
子

小
判
草
細
き
茎
垂
れ
庭
に
増
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口　

侚
子

大
葉
子
の
花
村
道
に
広
ご
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部
富
美
子

ス
ー
パ
ー
に
極
早
生
み
か
ん
未
だ
み
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
野
さ
き
子

秋
暑
し
村
道
猿
の
走
り
抜
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

厚
子

鬼
や
ん
ま
軒
の
手
桶
の
水
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
雁　

功
子

水
口
に
映
り
受
粉
の
稲
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

美
子
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偉人たちの戦いくさ

～人生は誰しも戦
いくさ

、勝ち旗は自分で掲げる～
　東秩父村から後世へ受け継ぐべき偉人の
歴史をご紹介します。今を生きる人へ、自
分たちの今の暮らしを作ってくれた「善き
戦を戦われた」方たちを知ってください。
　東秩父を戦場とした偉人たちへ、その栄
光をたたえて。

―高田群次郎氏―
　前回、高田群次郎氏の生涯について軽く触れてみましたが、皆さんにとってどのように感じました
か？明治から昭和を経て戦争の時代を生きた群次郎氏は、今の便利な世の中でなくとも、公平・公正
で村民が有益となるような政治を行っていました。第２回の今回は、高田群次郎氏の時代に行った「時
代に沿った、時代以上の政治」をご紹介したいと思います。

１
．�

東
秩
父
に
伝
わ
る
「
防

火
線
づ
く
り
」
の
功
績

　

村
長
の
職
に
就
く
と
間
も
な

く
、
着
々
と
国
有
林
の
払
い
下

げ
を
受
け
、
村
有
林
と
し
て
開

拓
を
進
め
た
群
次
郎
氏
は
、
植

樹
緑
と
清
流
の
治
山
治
水
（
植

樹
や
川
の
整
備
に
よ
り
氾
濫
を

防
ぎ
、
水
の
流
れ
を
整
え
る
こ

と
）
に
精
魂
費
や
し
た
よ
う
で

す
。
そ
し
て
、
昭
和
６
年
に
山

林
保
護
の
た
め
防
火
線
（
林
の

内
側
等
か
ら
可
燃
物
を
取
り
除

く
と
と
も
に
、
地
表
を
掻
き
起

し
て
火
災
時
の
風
向
き
と
直

角
に
設
け
る
空
間
地
帯
）
を
設

定
、
頂
上
に
防
火
の
神
愛
宕
神

社
を
祭
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
山
林
を
火
事
か
ら
守
る
目

的
と
、
失
業
し
た
人
々
へ
の
救

済
、
つ
ま
り
仕
事
の
な
い
人
へ

雇
用
の
場
を
つ
く
る
と
い
う
目

的
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
し
た
。

２
．�

村
政
方
針
で
あ
る
、

村そ
ん

是ぜ

五ご

綱こ
う

領り
ょ
うの

制
定

（
明
治
39
年
）

（
１
）
自
治
の
振
興

　

群
次
郎
氏
は
、
区
長
と
の
会

議
を
密
に
し
、
槻
川
村
民
と
協

同
の
村
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
新
年
度
が
始
ま
っ
て

早
々
、
重
点
施
策
を
区
長
に
説

明
し
、
村
民
の
理
解
と
協
力
を

求
め
る
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、税
金
（
所

得
税
）
を
徴
収
す
る
と
き
、
明

治
時
代
は
個
々
の
所
得
に
不
明

瞭
な
点
が
多
々
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
所
得
額
決
定
の

際
は
区
長
会
議
を
開
き
、
原
案

を
示
し
て
意
見
を
聞
く
な
ど
、

村
民
の
声
を
大
切
に
し
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
聴
取
を
経
て
、

自
治
の
振
興
を
図
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。

（
２
）
民
力
の
充
実

　

当
時
、「
農
村
の
自
立
更
生
」

を
目
指
し
た
動
き
が
活
発
で
し

た
。
救
済
の
た
め
に
盛
ん
に
公

共
事
業
を
行
い
、
交
通
状
況
は

見
る
見
る
う
ち
に
発
展
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
新
設
ま
た
は
改

修
さ
れ
た
道
路
を
使
い
、
民
力

の
充
実
が
図
ら
れ
た
の
で
す
。

群
次
郎
氏
は
行
政
と
し
て
、
村

有
林
を
地
区
単
位
に
開
放

し
、
希
望
者
に
桑
園
を
造

成
し
て
蚕
業
の
奨
励
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く

の
作
物
の
競
作
を
提
案
す

る
な
ど
を
し
て
「
民
力
」

を
高
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
の
施
策
の
な
か
で
、
が

け
崩
れ
防
止
の
た
め
村
民

全
員
に
ア
カ
シ
ア
の
苗
を

配
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て

第
２
章　

高
田
群
次
郎
氏
の
功
績

い
ま
す
。「
あ
た
り
一
面
に
ア

カ
シ
ア
の
咲
く
村
」、
き
れ
い

だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。

（
３
）
教
育
の
振
興

　

槻
川
沿
い
は
梅
の
老
樹
が
多

か
っ
た
そ
う
で
す
。「
梅
干
し

は
胃
酸
過
多
や
視
力
の
保
全
に

良
い
」
と
い
っ
た
理
由
か
ら
だ

そ
う
で
す
。
そ
う
い
っ
た
教
育

の
振
興
も
、
昔
な
が
ら
の
面
白

い
考
え
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

そ
の
他
に
も
、
図
書
館
の
創
設

と
読
書
発
表
会
の
開
催
、
小
学

校
に
ピ
ア
ノ
購
入
な
ど
を
し
、

よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
子
ど
も

た
ち
が
送
れ
る
よ
う
に
努
め
ま

し
た
。

（
４
）
保
健
の
増
進

　

今
、
本
村
が
悩
ま
さ
れ
て
い

る
「
無
医
村
」
は
群
次
郎
氏
の

時
代
も
同
じ
で
し
た
。
そ
こ
で
、

大
正
12
年
に
群
次
郎
氏
は
折
原

村
（
今
の
寄
居
町
）
よ
り
医
師

を
招
き
「
槻
川
診
療
所
」
を
開

設
し
て
、
そ
の
問
題
を
解
消
し

ま
し
た
。
ま
た
、
体
力
の
す
ぐ

れ
な
い
子
ど
も
に
対
し
、
学
校

で
山
羊
を
飼
っ
て
乳
を
の
ま

せ
る
と
い
う
健
康
増
進
方
法
も

行
っ
て
い
ま
し
た
。

（
５
）
民
風
の
作
興

　

今
で
は
お
な
じ
み
と
な
っ
た

「
敬
老
会
」
の
開
催
も
こ
の
時

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
お
年
寄

り
を
敬
う
こ
と
を
村
民
の
心
に

根
付
か
せ
た
の
で
す
。
ま
た
、

季
節
の
楽
し
み
「
七
夕
」
や
「
正

月
」
に
は
役
場
前
に
飾
り
つ
け

を
し
、「
民
族
的
行
事
に
は
生

活
に
情
緒
や
ロ
マ
ン
を
く
れ

る
」
と
、
そ
の
季
節
な
ら
で
は

の
風
習
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

次
号
で
は
、
高
田
群
次
郎
氏

を
語
る
う
え
で
切
っ
て
も
切
り

離
せ
な
い
「
群
次
郎
氏
と
宗
教

と
の
関
り
」
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

▶�

ロ
マ
ン
や
情
熱
と
い
っ
た
心
情
が
滲
み
出
る
政
治
を
好
ん
だ

高
田
群
次
郎
氏

9



＊各課からのおしらせ＊

第３７回東秩父村民マラソン大会
中止のお知らせ

　例年１２月に行われております東秩父村民
マラソン大会については、村スポーツ協会理
事会で協議を行った結果、新型コロナウイル
ス感染症の影響を考慮し、皆さまの健康、安
全を考え中止とさせていただきます。
　ご理解のほど、お願い申し上げます。

※９月号広報のお詫びと訂正について
１１ページ「今年度の村民球技大会について」内
　　　誤）グランドゴルフの部
　→　正）グラウンドゴルフの部
お詫びして訂正いたします。

問合せ　　教育委員会事務局
　　　　　☎８２－１２３０

１０月から１２月は滞納整理強化期間です
～ストップ！滞納～

　村税は、私たちが安心して暮らしていくため
の貴重な財源であり、定められた期限（納期限）
までに自主的に納めていただくものです。
　多くの方が期限までに納付されています
が、残念ながら一部の方は滞納している状況
にあります。
　税負担の公平性および税収入を確保するた
め、東秩父村を初め県内６２市町と埼玉県で
は「滞納整理強化期間」を設定し、「ストップ！
滞納」を合言葉に徴収対策を進めています。
　本村では、資産がありながら納税いただけ
ない滞納者に対する差押えの強化など滞納の
解消に向けた取り組みを行ってまいります。
　皆さまには、納期内納税、早期納付にご協
力をお願いします。
問合せ　　税務会計課　☎８２－１２２４

令和３年版埼玉県県民手帳を販売します
販売依頼期間
　　１０月１４日（水）～１２月１５日（火）
　　※書店、ホームセンター、コンビニエンスストア等では、令和３年２月末まで販売します。
　　※埼玉県統計協会では、令和３年３月以降も在庫の限り販売します。
手帳規格

価　　格 規　　格 表 紙 色 備　　考
５５０円
（税込み） １４×９㎝ 黒 月間予定表部分升目式

令和３年より表紙カバーが差込式に変更グレイッシュブルー
販売場所
　　�埼玉県統計相談室（県庁第二庁舎１階）、市役所・町村役場（統計担当）、埼玉県県民活動総合セン

ター、埼玉県物産観光館「そぴあ」、その他県内一部の書店、一部のホームセンター、一部のコン
ビニエンスストア（セブン -イレブン、ファミリーマート、ミニストップ、ポプラ等）

　　※販売場所の詳細は県ホームページの「埼玉県民手帳の御案内」をご覧ください。
　　　　　　（http://www.pref.saitama.lg.jp/a0206/kenmin-tecyo.html）
　　　　　　※１０月初旬に令和３年版に更新する予定です。
問 合 せ　　埼玉県統計協会 ( 埼玉県総務部統計課　統計資料担当 )　☎０４８ー８３０ー２３３０

令和２年分年末調整等説明会
中止のお知らせ

　新型コロナウイルス感染症の感染防止の
観点から、本年は、年末調整等説明会を開
催いたしません。
　なお、年末調整などご不明な点等ござい
ましたら、秩父税務署までご連絡ください。
問合せ　　秩父税務署
　　　　　☎０４９４－２２－４４３３
※�自動音声案内「２」を選んでください。
担当につながります。

子どもへのインフルエンザ予防接種
を補助します

　村では、１１月（１０月に接種したもの
を含む）から、令和２年１０月１日現在に
おいて生後６ヵ月以上のお子さまで、令和
３年４月１日までに満１８歳に達する方を
対象としたインフルエンザ予防接種の補助
を行います。これは、こどものインフルエ
ンザ感染予防と、保護者の経済的負担軽減
を目的としています。１回の接種につき、３，
０００円を、同一年度内に２回まで補助し
ます。
（ただし、１回あたりの接種金額が３，
０００円未満の場合はその額とします。）
　接種後、村の補助金交付申請書に必要事
項を記入し、領収書（インフルエンザ予防
接種の名称・接種日・接種者名が必ず記載
された領収書）を添付して、住民福祉課ま
たは保健センターに提出してください。対
象者には申請書等を郵送いたします。
問合せ　　住民福祉課　☎８２－１２２６

10



向き合おう　自分の体　自分の生活
健康づくり相談会

　運動や食事、冬に向けての健康管理など、一緒に考えてみませんか？
　また、個別に健診をお受けになった方の結果説明もいたします。

記
日　時　　１０月２６日（月）午後１時３０分～３時３０分　　Ａ
　　　　　１０月２７日（火）午後１時３０分～３時３０分　　Ｂ
内　容　　個別栄養相談・健康相談・健診結果説明　１人３０分程度
　　　　　★体組成測定や簡単な体力測定、運動器具のお試し体験もできます。
講　師　　Ａ日程　管理栄養士・運動指導士　　遠藤　良江　先生�
　　　　　Ｂ日程　管理栄養士・運動指導士　　近江　みよ子　先生　
会　場　　保健センター
申込み　　少人数のため予約制です。事前にお電話でお申込みください。
　　　　　※�保健センターに来ることが大変な方は、電話相談もお受けいたします。こちらも事前にお

申込みください。
問合せ　　保健センター　☎８２－１５５７

１０月は食品ロス削減月間です！
　「食品ロス」とは、本来食べられるのに捨
てられてしまう食品のことです。日本で発生
する食品ロスの量は、年間６１２万ｔもあり
ます。これは１人当たりが毎日お茶碗一杯分
のご飯を捨てているのと同じ量になります。

食品ロスを減らしてごみの減量化をしましょう！
生ごみ削減！３キリ運動！
　３キリ運動とは、
　①食材を無駄なく使いきる。
　②食事をおいしく食べきる。
　③生ごみを捨てる前に水きりをする。
　この３つのキリを行うことで、ごみの発生
量を減らそうという取り組みのことです。

なぜ生ごみの水きりが必要なのか
　毎日一定量が出る生ごみは、捨てる前にし
ぼるという簡単なひと手間で確実に減量する
ことができます。また、水きりをきちんとす
ることで、臭いを抑制できます。生ごみの臭
いの主な原因は、生ごみに含まれている水分
です。快適にごみ出しができるよう、水切り
のご協力をお願いします。

問合せ　　保健衛生課　☎８２－１７７７

し尿くみ取り料金改定（お知らせ）
　令和３年４月からし尿くみ取り料金を改
定します。
　公共下水道および町村設置型浄化槽など
の普及によるし尿収集量の減少に伴い、収
集運搬経費の増加や消費税の増税により、
現行の収入では委託経費を賄うことが厳し
く２２年ぶりに料金を値上げさせていただ
くこととなりました。皆さまのご理解とご
協力をお願いいたします。

券の種類 料金（収集運搬処理手数料）
( 改定前 )　　　( 改定後 )

し尿くみ取り 36ℓ券 ３４０円　→　３８０円
し尿くみ取り 18ℓ券 １７０円　→　１９０円
※上記金額は消費税を含みます。
※�現行のくみ取り券は引き続き利用でき、
不足分については補助券の追加購入によ
り対応いただく予定です。

問合せ　　小川地区衛生組合事務局
　　　　　☎７２－０４４１

「マイナンバーカードでマイナポイント」について
　マイナポイントとはマイナンバーカードを使って予約・申込みを行い、選んだキャッシュレス決済サ
ービスでチャージやお買い物をすると、もらえるポイントです（お１人あたり５，０００円分が上限です）。
　マイナポイントの付与は令和３年３月３１日までとなります。
　マイナポイントの予約・申込みは個人でもできますが、自分で手続きすることが難しい場合は、住民
福祉課で手続きの支援も行っています。
　※�マイナポイントの手続き支援は事前予約制となります。また、マイナポイントを利用するためには、

マイナンバーカードの取得とキャッシュレス決済の事前登録が必要です。
問合せ　　住民福祉課　☎８２ー１２２６
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どこかで買う「タバコ」ならタバコは「地元」で買いましょう

10
月
は
村
県
民
税
第
３
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
４
期
の
納
期
で
す

産業観光課 82-1223・税務会計課 82-1224・教育委員会 82-1230・保健センター 82-1557・包括支援センター 82-1116

令和２年度第２回ひとり親家庭向資格取得セミナーの実施
　ひとり親家庭等を対象に、正規雇用に結びつきやすく経済的自立に有利と思われる看護師および調理師に関し、
その業務内容や資格を取得するための方法を知っていただくことにより、ひとり親家庭の親子の資格取得のきっ
かけと気運の醸成を図ります。
　併せて県の就業支援専門員等による「個別就労相談会」を開催し、キャリアカウンセリング等を行うことで、
資格取得を含むこれからの進路決定を支援するものです。
開催日時　　１０月１８日（日）　午前１０時～午後４時
会　　場　　ウェスタ川越２階　活動室１
セミナーの構成
　　　　　　（１）第１部　看護師の資格取得について　午前１０時～正午
　　　　　　　　①講演　「看護への道」（仮題）　
　　　　　　　　　　　　講　師：入間看護専門学校　教務主任　國井　直子　氏
　　　　　　　　②体験発表　「看護師になるまで、そして看護師になってから」（仮題）
　　　　　　　　　　　　発表者：入間看護専門学校　卒業生　西狭山病院　看護師　新井　英子　氏
　　　　　　　　「個別就労相談会」　正午～午後１時
　　　　　　（２）第２部　調理師の資格取得について　午後１時～３時
　　　　　　　　①講演　「調理師への道」（仮題）
　　　　　　　　　　　　講　師：一般社団法人　埼玉県調理師会　会員
　　　　　　　　②体験発表　「調理師になるまで、そして調理師になってから」（仮題）
　　　　　　　　　　　　発表者：一般社団法人　埼玉県調理師会　会員
　　　　　　　　「個別就労相談会」　午後１時１０分～２時４０分、３時～４時
参加対象者および参加費
　　　　　　○参加対象者は次の方々とします。
　　　　　　　・埼玉県内にお住まいのひとり親家庭の親子とそのご家族
　　　　　　　・ひとり親家庭の支援に携わっている方
　　　　　　※参加費は無料です。
保育について
　　　　　　・セミナー中は未就学児のお子さまをおあずかりします。保育料は無料です（人数に限りあり）。
　　　　　　・�保育を希望される方は事前に、保護者のお名前（ふりがな）、住所、連絡先、お子さまのお名前（ふ

りがな）、年齢（月齢）、性別、保育にあたり注意する点を明記のうえ、メールまたはＦＡＸ（下
記連絡先を参照）でお申込みください。

申込方法および定員
　　　　　　・第１部、第２部とも定員は４５名。
　　　　　　・�所定の申込用紙（問合せください）に必要事項を記入のうえ、下記問合せ先までＦＡＸまたは郵送、

もしくはメールに必要事項を明記していただいて、事前にお申し込みをお願いします。
　　　　　　・当日参加の場合は先着順となります。

「個別就労相談会」
　　　　　　①�セミナー参加者で個別に県の就業支援専門員等による就労相談を希望される方は、所定の「相談

申込票」により下記問合せ先までＦＡＸまたは郵送により事前に予約をお願いします。（締切：
１０月１２日（月）必着）

　　　　　　②�相談時間はおひとり３０分間で、一般のご相談は正午～午後１時と３時～４時の時間に、看護師、
准看護師の進学 ･就労のご相談は午後１時１０分～２時４０分の時間にお受けします。

問合せ先　　〒３３０－００７４
　　　　　　さいたま市浦和区北浦和５－６－５　埼玉県浦和合同庁舎内
　　　　　　公益財団法人　埼玉県母子寡婦福祉連合会
　　　　　　☎０４８－８２２－１９５１
　　　　　　FAX ０４８－８２２－１９５５
　　　　　　E-mail:info@saiboren.or.jp

甲種防火管理新規講習
　比企広域消防本部では、消防法に定める防火管理者の資格を取得するための講習会を次により開催します。
開催日　　第１回　１０月２８日（水）・２９日（木）の２日間
　　　　　第２回　１１月１８日（水）・１９日（木）の２日間
場　所　　東松山消防署滑川分署（滑川町羽尾２５３２－２）
費　用　　受講費３，７５０円（テキスト代）
資　格　　防火管理上必要な業務を適切に遂行することができる管理的または監督的な地位にある方
　　　　　（管内在住・在勤者優先）
申込み　　�１０月１２日（月）～１６日（金）（午前８時３０分～午後５時）に受講費を添えて、消防本部予防

課または小川消防署消防課へ申込みください。なお、各回定員２０名になり次第締切らせていただき
ます。

　　　　　（比企広域消防ホームページ掲載中）
問合せ　　比企広域消防本部�予防課　☎２３－２２６８
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おしらせ  農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です

納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

記事の問合せは、総務課 82-1221・企画財政課 82-1254・住民福祉課 82-1226・保健衛生課 82-1777・建設課 82-1222

事業主の皆さまへ
労働保険のお知らせ

　労働保険料（労災保険・雇用保険）の第２期分
の納期限は１１月２日です。
　納付書につきましては、納期限の１０日前頃に
該当事業所へ郵送します。
　また、保険料納付については口座振替が便利で
す。申し込み手続きについては厚生労働省もしく
は埼玉労働局のホームページをご覧ください。
問合せ　　埼玉労働局労働保険徴収課
　　　　　☎０４８－６００－６２０３

自衛隊からのお知らせ
【自衛官候補生】

年　齢　１８歳以上３３歳未満の者
受　付　受付中～１０月２２日（木）
試験日　 １０月３０日（金）・３１日（土）のいず

れか１日
入隊時期　令和３年３月下旬～４月上旬予定
※�一部期日等で変更がある場合がありますので、
細部はお問合せください。

問合せ　自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事務所
　　　　☎０４８－５２２－４８５５

「彩の国資源循環工場サーマルリサイクル施設更新工事」
環境影響評価調査計画書の説明会

　オリックス資源循環株式会社では、彩の国資源
循環工場サーマルリサイクル施設更新工事を実施
するにあたり、埼玉県環境影響評価条例に基づき、
環境影響評価調査計画書の説明会を開催いたしま
す。
主　催　　オリックス資源循環株式会社
日　時　　１０月１５日（木）
　　　　　午前１０時～１１時３０分
場　所　　コミュニティセンター「やまなみ」
　　　　　２階　集会室
内　容　　環境影響評価調査計画書の概要、
　　　　　質疑応答
問合せ　　オリックス資源循環株式会社
　　　　　☎０９０－６０２５－０９７０

求人企業合同面接会
～県内企業多数参加予定、

採用担当者と直接話してみましょう～
日　時　　１０月１５日（木）
　　　　　午後１時～４時
　　　　　（受付：正午～午後３時３０分）
場　所　　大宮ソニックシティビル４Ｆ
　　　　　市民ホール
対　象　　�令和３年３月に大学・短大・専門学校

卒業見込みの方、
　　　　　３年以内の既卒の方
その他　　予約不要、入退場自由、
　　　　　履歴書複数持参（当日コピーも可）
　　　　　求人企業情報を来場者全員に配布
　　　　　�参加企業名は当協議会ウェブサイトに

掲載（１０月初旬予定）
問合せ　　埼玉県雇用対策協議会
　　　　　☎０４８－６４７－４１８５
　　　　　【埼玉県雇用対策協議会ウェブサイト】
　　　　　http://www.kotaikyou-saitama.ne.jp/

麻薬・覚醒剤乱用防止運動
（１０月１日～１１月３０日まで）

　麻薬・覚醒剤・大麻・危険ドラックなどの薬物
乱用は、健康を害する大変危険なもので、自分の
人生だけでなく、家族など周りの人たちの人生ま
でも狂わせてしまいます。
　特に大麻は、「たばこや酒より体に害がない」な
どの誤った情報で若者を中心に乱用の拡大が懸念
されています。
　薬物の誘いには、きっぱりはっきり断りましょ
う。
　薬物乱用は１回でも「ダメ。ゼッタイ。」
　正しい知識を身につけ、薬物乱用を根絶しましょ
う。薬物でお困りの人は、ご相談ください。
問合せ　東松山保健所　☎２２－０２８０
　　　　埼玉県薬務課
　　　　☎０４８－８３０－３６３３

「保育士合同就職面接会」が開催されます
（事前申込不要、参加費無料）

日　　時　　１１月２４日（火）
　　　　　　午後１時～４時
　　　　　　（受付開始１２時３０分）
場　　所　　ソニックシティ地下第１展示場、
　　　　　　第２展示場
対象職種　　保育士、保育補助等
対 象 者　　保育分野での就職を希望する求職者
内　　容　　�事業所人事担当者と参加者の個別面

接会・ハローワーク職員による就職
相談

持  ち  物　　�履歴書、自己ＰＲ書等複数枚。ハロー
ワークに登録がある方は、ハローワー
ク受付票（ハローワークカード）もお
持ちください。

参加事業所　　�４０ヵ所（予定）１０月中旬ごろに
埼玉労働局のホームページ（イベン
ト情報）へ掲載いたします。

（https://jsite.mhlw.go.jp/saitama-roudoukyoku/�）
問 合 せ　　埼玉労働局
　　　　　　職業安定部職業安定課職業紹介係
　　　　　　☎０４８－６００－６２０８
　　　　　　または、
　　　　　　埼玉県福祉部少子政策課
　　　　　　　　　　施設運営・人材確保担当
　　　　　　☎０４８－８３０－３３４９
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和紙の里コーナー

問合せ　和紙の里☎８２－１４６８

８木わしのカフェ
11 日 村民体育祭（中止）

15 木 人権相談（中止）

（10 月）

〇心配ごと相談・行政相談　合同相談所
日　時　　１０月１６日（金）
　　　　　午後１時～３時
場　所　　役場１階中会議室
内　容　　日ごろのご近所トラブル
　　　　　身近な心配ごと　等
　　　　　 また、行政に対する疑問や問題など

ありましたら「行政相談」でご相談
ください。

　　　　　どんなことでもお聞きします。
問合せ　　社会福祉協議会　☎８２－１２３８
　　　　　総務課　　　　☎８２－１２２１

１０月の相談窓口

１０月の休日当番医

※�日曜日に診察を行っている医院等については村ホームページをご参照ください。

月　　　日 曜日等 医療機関名 診療科目 所在地 電　　　話

な　　　　し

〇相談員による消費者相談
日　時　　毎週金曜日
　　　　　午前１０時～午後３時３０分
場　所　　産業観光課
内　容　　 契約のトラブルや、「これってクーリ

ングオフできるの？」といった疑問
に応じます。

　　　　　＊ 最近、訪問や電話による業者から
の勧誘がみられます。

　　　　　＊不安な時はまず相談を！！
問合せ　　産業観光課　☎８２－１２２３

〇�令和２年度の本村における「人権相談所」につきましては、新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から開催を中止することとなりました。なお相談がある場合には、

　　①みんなの人権１１０番（一般相談）　　　　　☎０５７０－００３－１１０
　　②女性の人権ホットライン（女性の人権問題）　☎０５７０－０７０－８１０
　　③子どもの人権１１０番（子どもの人権問題）　☎０１２０－００７－１１０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　までお電話願います。

＊衛生的な営業について

　新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、当館をご利用の際は、入
口に設置しております「アルコール消
毒液」にて消毒したのち、マスク着用
のうえ入館いただくようお願いいたし
ます。
　皆さんが和紙の文化に楽しく触れ
ていただくための処置ですので、ご
理解ご協力をお願いいたします。

※ 事態の状況により、営業等の予定
が変更になる場合がございます。
詳しくはホームページ等でご確認
ください。
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ちいきおこしきょうりょくたいつうしんちいきおこしきょうりょくたいつうしん
東秩父村を全力応援！！

～２名の活動報告・お知らせ～

子育て支援センターだより（１０月）

※時間は全日午前１０時～１１時３０分です。
※ 子育て支援センターの利用時間は午前９時～午後４時です。

期　　　日 事　業　名 場　　　所 内　　　容
　７日（水）あそびの教室 保健センター ミニ運動会
１４日（水）

のびのび広場 子育て支援センター
おはなし会

２１日（水） 乳幼児歯科相談
２８日（水） おにぎりパーティー

　子育て支援センターは就学前のお子さんと保護者の方が気軽に参加でき
るサロンです。
　１歳未満のお子さんも大歓迎です！

問合せ　子育て支援センター　☎８２－０６０１

　今後の新型コロナウイルス感
染症拡大防止の状況により、予
定が変更となる場合があります。
　その際には、電話による発育
相談等の子育てに関するお悩み
相談は受け付けております！！
　お子さんが家でできる発育を
促す楽しい遊び方や、日ごろの
生活内容など、子育て支援セン
ター職員が親身にお聴きします。
どうぞお電話ください！！

高野隊員

吉田隊員

　高野（たかの）晃一です。８月に行った「チャレンジ和紙マルシェ」では、
県内に住んでいる方を中心に沢山の方にご参加いただきありがとうござい
ました。
　現在は、和紙を使ったオリジナル時計作りを模索中で、９月１９日（土）・
２０日（日）に、和紙の里にてお試しワークショップを開催しました（詳

しくは Facebook をご覧ください）。
　また、８月のイベントで動画の撮影や編集に携わった経
験を生かし、今後は、東秩父村を紹介する動画や写真を、
Facebook だけではなく、YouTube や Instagram にもアッ
プしてＰＲをしていきたいと考えています。
　動画をアップした際にはこちらでも案内いたしますので、
ぜひお楽しみに！

　吉田です。今年度は協力隊事業として「和紙の里を拠点とした魅力向上」
に取り組んでいます。主な活動は①和紙を身近に感じられるようなＰＲ活
動、②村の手漉き和紙を使った商品の販売やワークショップを行う方の応
援・新規開拓です。今後は、協力隊として毎月第３週の土日に和紙の里に
て活動していきますので、①②について一緒に活動してみたい方（個人・
グループ）を募集します。村の観光拠点である「和紙の里」で活動してみ

ませんか？１人で不安な方は、一緒に活動する仲間作りも可能です！
　詳しくはお知らせチラシや Facebook をご覧ください。

●募集内容
募集活動日：令和２年１１月～令和３年３月までの毎月第３週土・日曜日　※連休の場合は変更有。
　　　　　　※詳細な募集内容については、お知らせチラシ「和紙の里マルシェ出店参加者募集」をご覧ください。
問�合�せ�先：東秩父村地域おこし協力隊　吉田圭子　☎８２－１１１５（協力隊事務所）
　　　　　　＊不在の場合は留守番電話にメッセージをお願いします。
　　　　　　　メール　y.k.keiko123@gmail.com
締�め�切�り：１０月３０日（金）

和
紙
を
使
っ
た
時
計
作
り

ワ
ー
ク
シ
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プ
を
検
討
中
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　今年度の敬老会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催中止と
なりました。
　つきましては、敬老の日を記念して、米寿を迎えられた方、結婚５０年を迎え
られたご夫婦をお名前のみご紹介いたします。
　なお、１００歳を迎えられた方につきましては、足立村長より賀状の伝達を行
いましたので、元気なお姿も併せてご紹介させていただきます。

令和二年度令和二年度敬老の日敬老の日
いつまでもお元気で
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　１００歳を迎えらえれた梅澤アツマさんに内閣総
理大臣からの賀状を伝達しました。お元気な姿が拝
見できました。

　皆さんおめでとうございます。
　これからもお元気でお過ごしく
ださい。
　来年の敬老会には皆さんの元気
なお姿が拝見できることを楽しみ
にしています！
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